
2020 年 12 月 1 日

吸収分割に係る事前開示事項

東京都中央区日本橋大伝馬町 7 番 3 号

ヒューリック株式会社

代表取締役社長 吉留 学

当社は、2020 年 11 月 24 日付でヒューリックホテルマネジメント株式会社（以下

「HHM」という。）との間で締結した吸収分割契約書に基づき、2021 年 2 月 1 日を効力

発生日として、当社の事業のうち観光ビジネスにおけるホテル及び旅館の経営・運営・企

画・推進等に係る事業（以下「本事業」という。）に関する権利義務を HHM に承継させ

る吸収分割（以下「本吸収分割」という。）を行うことと致しました。

本吸収分割に関する事項は、以下のとおりです。

記

１．吸収分割契約の内容（会社法第 782 条第 1 項第 2 号）

2020 年 11 月 24 日付で当社と HHM が締結した吸収分割契約の内容は、別紙１の吸

収分割契約書のとおりです。

２．吸収分割の対価についての定めの相当性に関する事項（会社法施行規則第 183 条第 1

号イ）

HHM は、当社が HHM の発行済株式の全部を所有していることから、本吸収分割に

際して、当社に対し、株式その他の金銭等を交付しません。

３．吸収分割承継会社の最終事業年度に係る計算書類等及び最終事業年度の末日後に生じ

た重要な後発事象（会社法施行規則第 183 条第 4 号イ及びハ）

HHM の最終事業年度（2019 年 12 月期）に係る計算書類等は、別紙 2 のとおりで

す。なお、HHM において、最終事業年度の末日後、重要な財産の処分はありませんが、

複数の新規ホテル開業が重なったこと及び新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、一

部店舗で一時休業や収益減少が生じたことで、現在までに財政状態及び経営成績に影

響が生じております。



４．吸収分割会社の最終事業年度の末日後に生じた重要な後発事象（会社法施行規則第 183

条第 5 号イ）

当社において、最終事業年度（2019 年 12 月期）の末日後、重要な財産の処分、重大

な債務の負担その他の会社財産の状況に重要な影響を与える事象は生じておりません。

５．吸収分割会社の債務及び吸収分割承継会社の債務の履行の見込みに関する事項（会社

法施行規則第 183 条第 6 号）

（１）吸収分割会社の債務の履行の見込みについて

当社の 2019 年 12 月 31 日現在の貸借対照表における資産の額は 1,697,724 百万円、

負債の額は 1,265,568 百万円、純資産の額は 432,155 百万円であり、その後、これらの

額に重大な変動は生じておりません。

本吸収分割により、当社が HHM に対して承継させる資産の額は、15,904 百万円と

なる見込みであり、負債は承継しません。したがいまして、本吸収分割後の当社の資産

の額は、負債の額を十分に上回ることが見込まれます。

また、本吸収分割後の当社の収益状況及びキャッシュ・フローの状況について、当社

の債務の履行に支障を及ぼすような事態は、現在のところ予測されておりません。

以上より、本吸収分割後における当社の債務については、履行の見込みがあると判断

致します。

（２）吸収分割承継会社の債務の履行の見込みについて

前記（１）のとおり、本吸収分割において、HHM が当社から承継する債務はありま

せん。

以上



別紙１ 吸収分割契約書



吸収分割契約書

ヒューリック株式会社（以下「甲」という。）及びヒューリックホテルマネジメント株式

会社（以下「乙」という。）は、甲がその事業に関して有する権利義務の一部を乙に承継さ

せる吸収分割について、次のとおり吸収分割契約（以下「本契約」という。）を締結する。

第１条 （吸収分割）

1. 甲は、本契約の定めに従い、吸収分割の方法により、その観光ビジネスにおけるホテ

ル及び旅館の経営・運営・企画・推進等に係る事業に関して有する権利義務を乙に承

継させ、乙は、これを甲から承継する（かかる吸収分割を、以下「本件分割」という。）。

2. 本件分割の当事者の商号及び住所は次のとおりである。

(1) 甲：吸収分割会社

商号：ヒューリック株式会社

住所：東京都中央区日本橋大伝馬町 7番 3号

(2) 乙：吸収分割承継会社

商号：ヒューリックホテルマネジメント株式会社

住所：東京都中央区日本橋大伝馬町 7番 3号

第２条 （効力発生日）

本件分割の効力発生日は、2021 年 2 月１日とする。ただし、手続の進行に応じ必要があ

る場合には、甲及び乙が協議し合意の上、これを変更することができる。

第３条 （承継する権利義務）

本件分割により乙が甲から承継する資産、債務、雇用契約その他の権利義務（以下「本件

承継対象権利義務」という。）は、別紙「承継対象権利義務明細表」のとおりとする。

第４条 （分割対価の交付）

乙は、甲が乙の発行済株式の全部を所有していることから、本件分割に際して、甲に対し、

本件承継対象権利義務に代わり金銭等を交付しない。

第５条 （資本金及び準備金）

乙は、本件分割により資本金及び準備金の額を変更しない。



第６条 （株主総会の承認決議）

本件分割において、甲は会社法第 784 条第 2項の規定により、乙は会社法第 796 条第 1 項

本文の規定により、それぞれ本契約について株主総会の承認決議を経ない。

第７条 （善管注意義務）

甲は、本契約締結後本件分割の効力発生日に至るまで、善良なる管理者としての注意義務

をもってその業務を執行し、かつ一切の財産管理の運営をなすものとし、かつ、その財産

又は権利義務に重大な影響を及ぼす事項については、あらかじめ甲及び乙が協議し合意

の上、これを実行する。

第８条 （本契約の変更・解除）

本契約締結後本件分割の効力発生日に至るまでの間、天災地変その他の事由により甲又

は乙の財産又は経営状態に重大な変動が生じた場合その他本件分割の目的の達成が困難

となった場合には、甲及び乙が協議し合意の上、本契約を変更し、又は解除することがで

きる。

第９条 （協議事項）

本契約に定めるもののほか、本件分割に際し必要な事項は、本契約の趣旨に従って、甲及

び乙が協議し合意の上、これを定める。

本契約締結の証として本書 2通を作成し、甲乙記名押印の上、各 1通を保有する。

2020 年 11 月 24 日

甲：東京都中央区日本橋大伝馬町 7番 3号

ヒューリック株式会社

代表取締役社長 吉留 学

乙：東京都中央区日本橋大伝馬町 7番 3号

ヒューリックホテルマネジメント株式会社

代表取締役社長 千葉 雅彦



別 紙

承継対象権利義務明細表

本件承継対象権利義務は、以下のとおりとする。

1. 資産

以下の会社の株式

・ 日本ビューホテル株式会社（本店：東京都台東区）

・ 株式会社モス（本店：石川県金沢市）

2. 債務

該当なし。

3. 雇用契約その他の契約

該当なし。

以 上



別紙２：HHM の最終事業年度に係る計算書類等






























